













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　Source: File from Wikimedia Commons
図２　ヴェネツィア派の画家「ダマスカスを訪れたヴェネツィア使節の歓迎」1511年、ルーヴル美術館（Inv. 100）

















































































































































































































































































































































































































































































































































































（NG 3099）©The National Gallery, London
図４　 ジェンティーレ・ベリーニ「玉座の聖母子」1480年
頃、 ロ ン ド ン・ ナ シ ョ ナ ル・ ギ ャ ラ リ ー（NG 
3911）©The National Gallery, London
54イスラーム地域研究ジャーナル　Vol. 5（2013.3）


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　 The Metropolitan Museum of Art, Rogers Fund, 
1912 (12.49.8) Image ©The Metropolitan 
Museum of Art
図６　アルバレロ、シリア、12−13世紀、メトロポリタン美術館
　　　 The Metropolitan Museum of Art, H.O. Havemeyer Collection, 
Gift of Horace Havemeyer, 1948 (48.113.12)　Image © The 
Metropolitan Museum of Art
図７　 アルバレロ、イタリア、1480−1500年頃、メトロポリタン美術館
　　　 The Metropolitan Museum of Art, Robert Lehman Collection, 
1975 (1975.1.1116)　Image © The Metropolitan Museum of Art
56イスラーム地域研究ジャーナル　Vol. 5（2013.3）
Italy and Islamic Art in the 14th to 16th Century: Interactions in the Production of Textiles, Ceramics, Bindings, Metalwork and Glass
図８　 皿、トルコ（イズニク）、16−17世紀、大英博物館（G. 142）
　　　© Trustees of the British Museum
図９　 皿、イタリア（ヴェネツィア）、1629 年、大英博物館 （1997, 
0402.1）© Trustees of the British Museum
図10　装丁、イラン、16世紀、メトロポリタン美術館
　　 　 The Metropolitan Museum of Art, Rogers Fund, 1956 
(56.222) Image © The Metropolitan Museum of Art図11　 装丁、ヴェネツィア、1520−30年頃、チャッツワース・
コ レ ク シ ョ ン ©Devonshire Collection, Chatsworth. 






































































































































































































































































































































































































































































































































かである。また、 カゴのニューベリー図書館にある、一五七〇年頃 ヴェネツィアで作られたメダイヨン・デザイン にはラッカーが施されてい
図12　箱、イタリア（ヴェネツィア）、1570−90年頃、メトロポリタン美術館
　　 　 The Metropolitan Museum of Art, Rogers Fund, 1957 (57.25a, b) 
Image © The Metropolitan Museum of Art
図13　 手桶、おそらくエジプトかシリア、14世紀後半−
15 世 紀 初 め、 ベ ルリン・ イス ラ ー ム 美 術 館
（B.72）©Museum für Islamische Kunst, Berlin
58イスラーム地域研究ジャーナル　Vol. 5（2013.3）













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































よる一四七三年の手紙には、ヨーロッパで作られたガラス製品をクレタに運ぶことが記されているほか、一五九〇年の別の文書 は、ムラーノのガラス職人に ってイスタンブルに送られる予定の大量のガラス製品 記載されて
図14　 燭台、おそらくシリア（ダマスカ
ス）、1400 年 頃、 大 英 博 物 館
（1878,1230.721）© Trustees 
of the British Museum
図15　 燭台、 イタリア（おそらくヴェネツィア）、
16世紀、メトロポリタン美術館
　　 　 The Metropolitan Museum of Art, Gift of 
J. Pierpont Morgan, 1917 (17.190.637) 
Image © The Metropolitan Museum of Art
図16　 ビーカー、シリア、13−14世紀、メ
トロポリタン美術館
　　 　 The Metropolitan Museum of Art, 
Gift of J. Pierpont Morgan, 1917 
(17.190.2039) Image © The 
Metropolitan Museum of Art
60イスラーム地域研究ジャーナル　Vol. 5（2013.3）













































































































































































































































の活動や、旅行者や巡礼者の移動などによって、東部地中海地域が密接に結びつき、トルコ、エジプト、シリアを中心とするイスラー 圏で作ら た美術品や工芸品などの奢侈品がイタリアに流入した。イタリアの都市では、イスラーム圏で作られた工芸品がもたらされる 、その技法やデザイ を 自らの趣味と需要に合うように改変させつつ摂取するこ によって イタリアにおける織物、陶器、装丁 金工 ガラス製品の水準を高め それらを
図17　 ビーカー、ヴェネツィア、13世紀
後半−14 世紀初め、 大英博物館 
（1876,1104.3）© Trustees of 
the British Museum
図18　 モスク・ ランプ、 おそらくヴェネツィア、
1500年頃、クンストパラスト美術館（P1978
−1）© Foundation Museum Kunstpalast, 
Glasmuseum Hentrich, Dusseldorf, 
Germany; photo LVR, Stefan Arendt
図19　 モスク・ランプ、エジプト、1329 −
35年頃、メトロポリタン美術館
　　 　 The Metropolitan Museum of Art, 
Gift of J. Pierpont Morgan, 1917 
（17.190.991）Image








































































































































る。たとえば シリアやエジプトを中心として作られたガラスは、ローマやビザンティンのガラスの伝統を継承し、独自の発展を経たものであり、それをイタリアが学び、自らのガラス工芸を展開していったのだが これ 時代は異なるものの、先述のいわゆる「一二世紀ルネサンス」と同様 現象である。　
一四世紀から一六世紀にイタリアにもた された、エジプト、シリ 、ト





























































































































































ud and Inlaid M
etalw






















































aven and London, 1995.
B
loom































































































arboni, Stefano ed. Venice and the Islam
ic W




























uture Tasks,” in B
urnett and 
C









ennis (2006), pp. 308-321.
C
uratola, G




ica in Italia, M
ilano, 1993. 
62イスラーム地域研究ジャーナル　Vol. 5（2013.3）





arpets and Textiles in V
enice” in C


























































































ic Influences on G
lass and C
eram
ics of the Italian 
R








eborah. Venice and the E
ast: T
he Im
pact of the Islam
ic W











































































arboni (2007), pp. 252-275. 
R
aby, Julian. Venice, D
ürer and the O
riental M





 and the Islam
ic W
orld, 1261-1557,” in E




































































































anby (2003), pp. 154-183. 
Thom



































































































































































































































































ack (2002), pp. 16-17; L
































































































































































































































































































aby (1982), pp. 55-65; C
am
pbell and C













































































































































































































ack (2002), chapter 2; W
att and W
ardw








ack (2002), pp. 41-42, fig. 32
及び
Sievernich and B























































































































































ack (2002), p. 83, fig. 76; C
am
pbell and C
































































































































































ack (2002), p. 91, fig. 86; D
enny (2007), p. 178, fig. 4. マムルーク朝の絨毯の例とし
て同、





arboni (2007), p. 31; D























































































































ess (2004), pp. 11-12, fig.7; M












































































































































ack (2002), pp. 7, 100, figs. 6, 94; H








































































ack (2002), p. 109, 
fig. 113
と
















































































































ack (2002), p. 134, fig. 143.
（
46）




ack (2002), p. 137, fig. 147; C




ontadini (1999), p. 17, fig. 1; M
ack (2002), p. 140, fig. 148; C















ontadini (1999), pp. 18-19, figs. 2a-2b; A

























































































































































































































































































































































ack (2002), p. 114, fig. 118; C





























































































































































ack (2002), p. 114, fig. 117; H
ess (2004), p. 5, fig. 2; M
entasti and C
arboni (2007), p. 




ack (2002), p. 122, fig. 129; C











































arboni (2007), p. 259; H















































 Evans and R
atliff (2012) がある。
